
写真157 拝殿③破風板
「御拝殿西側南」

小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかつた箇所

写真158 拝殿⑩土居桁
「は拾八」

尋貝屋

拝殿⑬′‐呻

写真160 拝殿⑫隅木
「棟通り五寸上り水  軒角水」

写真162 拝殿①母屋束・拝殿①母屋東
「御拝殿 と拾四」「御拝殿 へ拾四」

写真164 拝殿①母屋東
「御拝殿ほ拾四」
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写真159 拝殿①隅木

拝殿⑮―の母屋
]殿西側西ほ」
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写真165 拝殿①二の母屋
「御拝殿に通西」

|・   I―

写真167 拝殿⑩―の母屋
「御拝殿南側東」

写真169 拝殿②二の母屋
「拝殿に[]東」

小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかつた箇所

写真166 拝殿①向拝敷梁
「[]七寸五分上り水」

写真168 拝殿⑪二の母屋
「に大」

ヾ

！

群

・
ロ

写真170

「ろ六」

写真171 拝殿④鼻母屋
「十」

写真172 拝殿⑮小屋貫
「御拝殿東ノ分」
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写真173 拝殿④前包
「御拝殿東かわ」

写真177 幣殿①母屋東
「御石間 力五」

写真179 幣殿③母屋束・幣殿④母屋束
「ワ四 御石間」「御石ノ間 フ四」

小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかつた箇所

写真174 拝殿⑪妻板
「東かわ四 東かわ五 東かわ六」

写真176 拝殿④鼻母屋
「拝殿東かわ南[]」

写真178 幣殿②母屋束
「御石ノ間 力四」

写真180 幣殿⑤―の母屋
「御石間[]側」
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写真175 拝殿④鼻母屋
「御拝殿南側」



写真181

「拾 [] 御本社西側ふ通」

小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかった箇所

写真182 本殿②破風板
「御本社西かわ」

写真183 本殿③妻板
「御本社西三」

写真184 本殿④妻板
「御本社西四」

写真185 本殿⑤前包
「御本社西側」

写真186 本殿⑥母屋東
「御本社つ五」

本殿①土居桁
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小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかった箇所

写真188 本殿③―の母屋
「本社西かわ棟』

ユ
既
れ
一
≡
エュ‐…＝
附
Ｖ
酢
“
“
ト

写真189 本殿③母屋東
「御本社隅木」

写真187 本殿⑦棟木
「御本社棟」

写真191 本殿①妻板
「御本社一 東かわ」

写真193 本殿①土居桁
「御本社[]南側北」

写真190 本殿①妻板
「御本東かわ」

写真192 本殿⑫妻板
「御本社東かわ三」「御本番東かわ四」

写真194 本殿①鼻母屋
「御本社野隅[]南」
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第 3節 構成都材調書

玉藻廟社殿は,明治35年 (1901)建立以後,雨漏りや軸部の狂い等によつて何回かの補修を受け,今
日まで維持されてきた建物であり,創建時の部材がよく残つていた。部材構成及び木割においても当然

その時代特徴及び建設主の意向が現れたものとなつていた。

使用部材の種類を分類すると,後世の修理,改修等で取替又は補加された部材を除き,軸都 。斗棋・

軒廻 り。造作材等の主要な化粧材主は全て「栂」材で構成されていた。どの材も赤身が強く,く せのな

い良本が使用されていた。また,野物材である床組材・小屋組材の多くは杉材が使用されていた。使用

木材の産地については資料もなく明確な判断は出来ないが,化粧材である「栂」材は日本における分布

からも関東以南,特に四国や九州に多く分布 しており,創建時も地元産の「栂」が使用された可能性が

高い。野物材も化粧材がそうであるように,おそらく地元産の材が使用されたと思われる。

表10 本殿化粧材一覧表
番
　

号
区  分

材
　
種

摘  要 備  考
法

巾

ｒｍ
厚
師

長
ｍ

早
位

員
数

頼
う

材
３ｍ

串

で
積
う歪

材
て

l 丸柱 栂 径 24.2 3 220 本 0.1886 1.6974

2 土台 栂 桁行 210 210 3.885 本 2 0.1713 0 3426

3 土 台 栂 梁 間 210 2 590 本 2 0 1142 0.2284

4 腰壁板 栂
桁行

正面中央
2 000 面 l 0.0093 0 0093

腰壁板 栂
桁行

正面脇間
31.0 0.550 面 2 0 0026 0,0052

腰壁板 栂
桁行
背面

31,0 1.630 面 4 0.0076 0.0304

7 腰壁板 栂 梁 間 0.930 面 2 0.0043 0.0086

8 腰 貫 栂 桁 行 3.790 本 0.0478 0.0956

9 腰 貫 栂 梁間 2.350 本 0,0296 0 0592

切日長押 栂 桁行 4 015 本 2 0 0361 0 0722 三角挽

切 日長押 栂 梁 間 120 2.570 本 2 0.0231 0 0462 三角挽

寄せ 栂 切華鷲静上 1.720 本 2 0 0089 0 0178

寄せ 栂
桁行
内側

6.5 0.560 本 2 0,0029 0 0058

寄せ 栂
梁間

切 日長押上
1.020 本 4 0,0053 0.0212

内陣
幅木 栂

桁行
正面

0.595 枚 0.0013 0.0026

陣
木

内
幅 栂

行
面

桁
背

3.590 枚 l 0.0081 0.0081

幅 木 栂 梁 間 15.0 2.190 枚 0.0049 0.0098

内陣
扉口蹴放し 栂 2.030 本 1 0.0201 0.0201

内陣
扉 口方立 栂 1 570 本 2 0.0207 0.0414

内陣
扉 口絹

栂 2 030 本 1 0 0183 0.0183

外側壁板 栂
桁行正面
横羽目

1.5
延

1 570 面 2 0 0122 0.0244

外側壁板 栂 塩智 163.0 1.5
延

1 780 面 2 0 0435 0.0870
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外側壁板 栂
梁間

横羽 目
93.0 15 1 780 面 0.0248 0 0992

寄 せ 栂
桁行正面
内法長押下

6.5 0.560 本 0,0029 0.0058

寄せ 栂 鰍 1 720 本 2 0.0089 0

寄せ 栂 内選賛発下 1.020 本 4 0 0053 0_0212

内法長押 栂 2.030 本 1 0,0046 0.0046 三角挽

内陣
内側壁板 桧 雨湘

俯醐
59.5 10 2 120 面 2 0.0126 0 0252

内陣
内側壁板 桧

桁行背面
堅羽目

359 0 2 120 面 ユ 0.0761 0 0761

内陣
内側壁板 桧

間
和

梁
醐 219,0 1.0 2 120 面 2 0.0464 0 0928

内陣
壁止め 桧 桁行 3 590 本 2 0,0116 0,0232

内陣
壁止め 桧 梁間 2.190 本 2 0.0071 0.0142

陣
板

内
床 桧

延
357.0 2.100 面 l 0 1125 0 1125

内法長押 栂 桁行 4 015 本 0.0289 0,0578 三角挽

内法長押 栂 梁間 2 570 本 0 0185 0 0370 三角挽

内陣
小壁板 栂

レ剌音も

桁行 正面

「H卓
15 2,000 面 1 0 0072 0.0072 頭貫～内法長押間

内陣
小壁板 栂 面

部
正

闇

内
行

陥

桁 15 0 530 面 2 0.0019 0.0038 頭貫～内法長押間

内陣
小壁板 栂

内部
桁行背面

l.630 面 1 0.0059 0.0059 頭貫～内法長押間

板
陣
壁

内
小 栂

内部
梁間

24 0 1.5 0 930 面 4 0 0033 0 0132 頭貫～内法長押問

鍾雇
戸

桧 1.690 本 2 0 0059 0.0118

桟唐戸
軸摺植 桧 1 690 本 2 0.0059 0.0118

桟唐戸
竪植 桧 召合せ 1 670 本 2 0.0058 0.0116

桟唐戸
竪植 桧 両折部 35 1.670 木 4 0.0029 0 0116

桟唐戸
横植 桧 0.345 本 8 0 0012 0_0096

桟唐戸
横桟 桧 0,345 本 0 0012 0.0288

桟唐戸
中桟 桧 0.580 本 0.0020 0.0080

戸板 桧 0,7 1 440 面 0.0034 0.0136

頭貫 栂 桁行 4.425 本 2 0.1175 0.2350

頭 貫 栂 梁間 22.5 2,700 本 2 0.0717 0 1434

台輪 栂 桁 行 4 515 本 2 0.0780 0 1560

台輪 栂 梁間 2.745 本 2 0 0474 0.0948

大斗 栂 0.282 個 0.0127 0.1270

枠肘木 栂 0.561 本 0 0054 0.1080

隅肘木 栂 0.340 本 0 0038 0,0152

-68-



巻斗 栂 一段 目 0 170 個 0.0031 0.0868

秤肘木 栂 0 561 本 0,0054 0.1188

方斗 栂 0.150 個 0 0024 0.0096

鬼斗 栂 210 0.210 個 0.0046 0 0368

通肘木 栂
一段 目
桁行

4 695 本 0.0528 0 1056

通肘木 栂
一段 目
梁間

3 345 本 0.0376 0.0752

通肘木 栂
二段 目
桁行 3 720 本 2 0,0418 0.0836

通肘木 栂
二段 目
梁間

2.750 本 2 0 0309 0.0618

巻斗 栂 二段 目 0 170 個 71 0 0031 0 2201

実肘木 栂 0,970 本 0 0084 0 1092

小天丼板 栂 桁 行 15 3 720 面 4 0.0067 0 0268

小天丼板 栂 梁 間 12.0 2 750 面 4 0,0050 0.0200

丸桁 栂 桁行 5 520 本 2 0.2053 0.4106

丸桁 栂 梁間 155 24 0 4.550 本 0.1693 0.3386

面戸板 栂 0 076 枚 0.0001 0.0072

701地垂木 栂 6.4 0.939 本 0.0031 0 1922

711地垂木 栂 配 付 5.2 0.424 本 0 0014 0.0840

同上化粧裏板 栂 背面 (桁行) 212 1.5 5 696 枚 3 0 0181 0 0543

同上化粧裏板 栂 側 面 1.5 5.333 枚 3 0.0170 0.0510

木負 栂 背面 (桁行) 5,696 本 1 0 0640 0 0640

木負 栂 側 面 5.333 本 2 0 0599 0 1198

飛糖垂木 栂 5.2 0.697 本 0.0022 0 1694

飛槍垂木 栂 配付 61 0.455 本 0.0014 0 1260

同上化粧裏板 栂 背面 (桁行 ) 1.5 7,757 枚 3 0.0247 0.0741

同上化粧裏板 栂 側 面 6.363 枚 3 0.0202 0.0606

茅負 栂 背面 (桁行 ) 7.757 本 1 0.0921 0 0921

茅負 栂 側 面 6 363 本 2 0 0755 0

裏 甲 栂 背♂講⊃ 7 848 枚 1 0.0470 0.0470

裏甲 栂
布裏甲
側面 6.454 枚 0 0387 0.0774

内陣
天丼桁 栂 桁行 3.320 本 0.0373 0 0746

内陣
天丼桁 栂 梁 間 1.950 本 2 0.0219 0 0438

内陣
天丼格縁 栂 桁行 3 133 本 6 0_0095 0 0570
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実弊格縁 栂 梁 間 5.5 1,733 本 0.0052 0.0520

内陣
天丼板 栂 12 0.364 枚 0.0016 0 0720

豚 廻 リ

脇障子
部 舟

栂 1.620 本 2 0.0318 0 0636

ル泰梨聖ワ
脇 障子
イ寸末ギ

栂 1 620 本 2 0.0159 0,0318

縁廻り
地履 栂 0 660 本 2 0 0073 0,0146

縁廻 り
蹴込板

栂 66.6 0 270 面 0 0018 0.0036

り
権

廻
段

縁
中 栂 0.660 本 0 0042 0.0084

縁廻り
笠木 栂 1.120 本 0.0166 0 0332

稀裾路 栂 外側 11.0 0.370 本 0.0045 0 0090

絡裾鋒 栂 脇 0.370 本 0.0018 0 0036

り
枠

廻
間

縁
欄 栂 0.670 木 4 0 0014 0,0056

縁廻り
縁束 栂 1 250 本 0 0320 0.5440

縁廻 り
縁貫

栂 桁 行 5 760 本 2 0.0389 0.0778

廻
貫

縁
縁 栂 梁間 4.350 本 2 0 0294 0.0588

縁廻り
縁葛 栂 桁 行 5.510 本 2 0 0617 0 1234

を駐碧:り 栂 梁 間 4.120 本 2 0.0461 0 0922

102
縁廻り
隅叔首 栂 1.520 本 0.0274 0.1096

縁廻 り
縁板 栂 桁 行

延
1.035 面 1 0.0023 0 0023

縁廻り
縁板 栂 梁 間 1 035 面 2 0.0028 0.0056

省騒 親柱 栂 径 0 660 本 2 0 0120 0.0240

外縁
高欄 地覆

栂 桁行 0.770 本 2 0 0102 0.0204

省矯 地覆 栂 梁間 3.100 本 2 0.0409 0 0818

省矯 平桁 栂 桁行 0,770 本 2 0.0047 0.0094

109
外縁
高欄 平桁 栂 梁 間 5.5 3 100 本 0.0188 0.0376

省嬌 架木 栂 桁行 径 6.0 0 770 本 0.0028 0.0056

省矯 架木 栂 梁間 径 3 100 本 2 0.0112 0.0224

省騒 斗束 栂 0.300 本 0 0030 0.0120

縁
欄

外
高 半斗束 栂 0.300 本 0 0014 0,0084

外縁
高欄 揃東 栂 0.115 本 8 0.0011 0.0088

留橘前親柱 桧 径 0.840 本 2 0.0153 0.0306

内陣前
高欄 地覆 桧 0.630 本 2 0.0083 0 0166

内陣前
高欄 平桁 桧 5.5 0 630 本 2 0 0038 0 0076
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内陣前
高欄 架木 桧 径 0 630 本 2 0.0023 0.0046

豊購前半斗束 桧 0.300 本 0 0016 0.0064

内陣前
高欄 価束 桧 11.0 本 0 0011 0 0022

関 jIF ttW

登 り高欄
鍋蔵

桧 径 135 1.080 本 2 0.0197 0 0394

四 半 Rl

登 り高欄
協 藩

桧 11.0 12.0 1.060 本 2 0 0140 0.0280

困 ,早日叫
登 り高欄
立 /rT

桧 11.0 1.080 本 2 0 0065 0.0130

124
四憚 Rl

登 り高欄
4大

桧 径 1.020 本 2 0.0037 0.0074

″剌P早 日町
登 り高欄
望 ↓舌 rrヽ

桧 0.300 本 2 0.0016 0 0032

用 悴 Rl

登 り高欄
望 上古 r下ヽ

桧 0 370 本 2 0 0020 0.0040

127
四 憚 RJ
登 り高欄
】 首

桧 110 0 360 本 0.0086 0.0072

内陣前
縁床板 桧

魅 鴨
373.3 1.691 面 1 0,3472 0.3472

129 板
階
上

木
蹴 (上 )

栂 17.0 12.0 2.360 本 l 0.0481 0.0481

蹴上板 栂 15.5 12.0 2 360 本 0.0439 0.1756

益警板(上 )
桧 後補 37.0 1 530 本 1 0.0102 0 0102

饉警板 桧 後補 30 0 18 と,530 本 2 0.0083 0.0166

蹴上板 栂 190 1 530 面 3 0 0052 0.0156

寄せ 栂 0.630 本 2 0 0026 0.0052

隆駿下 栂 42.0 0.240 面 2 0 0008 0.0016 三角挽

膨桁 栂 17.0 0.630 本 0.0054 0 0162

妻飾 り
前包 栂 14.2 8.5 2.060 本 2 0.0249 0 0498

妻飾 り
琵琶板

栂 28.8 1 757 面 0.0091 0 0182

妻飾り
大斗 栂 19,7 15,8 0.197 個 0.0061 0 0244

り
木

飾
肘

妻
実 栂 0 500 本 0 0029 0.0232

妻飾 り
差母屋 栂 12.1 186 L 576 本 4 0.0259 0.1036

嚢鯉奥 栂 173 1.879 木 2 0.0296 0.0592

飾
板

妻
妻 栂 1212 0,758 面 4 0 0083 0 0332 三 角

り
東

飾
瓶

妻
大 栂 14.5 0.424 本 2 0 0049 0.0098

飾
斗

妻
大 栂 大瓶束上 19,7 15.8 0.197 個 0,0061 0.0122

り
木

飾
肘

妻
実 栂 0.500 本 4 0.0029 0 0116

竃繰糸 栂 12.1 136 1.576 本 0 0259 0 0518

148 震鎌≧木 栂 1.273 本 0.0029 0 0348

板
り
裏

飾
粧

妻
化 栂 5.5 1.5 1.242 面 4 0 0010 0 0040

-71-



員要鷲
り

栂 20.6 6.1 1.394 個 2 0.0175 0.0350

妻飾 り
鰭 栂 14.5 1.091 個 4 0.0096 0.0384

り
板

飾
風

妻
破 栂 布裏 甲 23.6 6.1 1 909 枚 4 0 0275 0 1100

義製隼 栂 10.9 1.818 枚 0.0109 0.0436

鬼板 (胴 ) 栂 127.3 14.5 1.212 個 0.2237 0.4474

155 鬼板 (鰭 ) 栂 103 0 14.5 1.515 個 0.2263 0 9052

箱棟
屋根板 栂 42 4 面 0 0467 0.0934

箱棟
胴板 栂 287.9 面 2 0 5287 1.0574

椋
木

箱
幅 (上 )

栂 18.2 6. 面 2 0.0234 0.0468

棟
木

箱
幅 (下 )

栂 16.7 6 面 2 0 0215 0 0430

板
棟
泥

箱
障 栂 40,9 2.1 6.121 面 2 0.0526 0 1052

箱棟
千木 栂 124 1.667 本 4 0.0126 0.0504

勝男木 栂 径 24.2 1.220 本 2 0.0714 0.1428

累計 13 6067
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表11 幣殿化粧材一覧表

番
　
号

区  分

材
　
種

摘  要 備  考
巾

師
厚
ｍ

長

`rn 

Ⅲ
早
位

員
教

単材頼
(∬う

材 頼
r,ゃ、

l 柱 栂 角柱 3 805 本 4 0.1074 0.4296

柱
(管柱)

栂 本殿境 1.855 本 2 0.0390 0 0780

3 土台 栂 3.901 本 2 0. 0.2950

腰壁板 栂 横羽目 1 460 面 4 0,0120 0_0480

5 腰壁板 栂 横羽目 55 0 1.5 0.655 面 2 0.0054 0.0108

6 腰長押 栂 2,950 本 0 0188 0.0752

7 寄せ 栂
腰長押上
内外とも

1.470 本 0 0053 0.0424

8 寄せ 栂
腰長押上
内外 とも

0.660 本 0,0024 0 0096

9 壁板 栂 横羽目 5 2 220 面 0.0488 0.0976

壁板 栂 横羽目 146.5 1.5 1.290 面 2 0,0283 0.0566

壁板 栂 横羽目 66.0
延

2.220 面 2 0.0220 0.0440

連子窓
無目敷居 栂 16.0 1.470 本 2 0.0141 0 0282

連子窓
横権

栂 7.5 1,470 本 4 0 0094 0 0376

連子窓
堅植 栂 0.875 本 4 0 0056 0 0224

連子窓
連子山 栂 0.710 本 0,0016 0.0288

無目鴨居 栂 1 470 本 3 0.0141 0 0423

内法長押 栂 4.880 本 0.0311 0。 1244 三角挽

小壁板 栂 2 220 面 0.0130 0.0780 内法長押～頭貫間

頭 貫 栂 1.640 本 6 0.0435 0.2610

台輪 栂 4.880 本 2 0.0843 0.1686

大斗 栂 28 2 0.282 個 4 0.0127 0.0508

枠肘木 栂 桁行 0.561 本 4 0.0054 0.0216

枠肘木 栂 梁間 0 561 本 4 0.0054 0 0216

巻斗 栂 0 150 個 0.0027 0.0432

実肘木 栂 0.970 本 0 0084 0.0336

丸桁 栂 24.0 4.460 本 2 0,1659 0.3318

琵琶板 栂 1.5 1.450 面 4 0.0078 0.0312

隅肘木 栂 0.340 本 2 0 0032 0 0064

鬼斗 栂 0.210 個 2 0 0046 0.0092

面戸板 栂 75 0,075 枚 0 0001 0,0022
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地垂木 栂 5.2 0.939 本 0.0031 0 0682

同上化粧裏板 栂 212 1.757 枚 4 0 0056 0.0224

木負 栂 1 757 本 2 0.0197 0.0394

飛楕垂木 栂 5.2 0.697 本 0,0022 0 0484

同上化粧裏板 栂 21.2 1.5 0,697 枚 0 0022 0.0440

茅負 栂 1,757 本 2 0 0209 0.0418

裏 甲 栂 布裏甲 1.818 枚 2 0.0109 0.0218

箱棟
屋根板 栂 7.605 枚 2 0 0580 0 1160

棟
板

箱
胴 栂 287.9 7.605 枚 0,7882 1.5764

箱棟
幅木 (上 )

栂 7 605 枚 0,0291 0.0582

繕簗(下 )
栂 16.7 2 1 7 605 枚 0.0267 0.0534

健掩板 栂 40.9 7 605 枚 0.0653 0.1306

紀嬢棟木 栂 7 605 本 1 0.0318 0,0318

天丼桁 栂 桁行 9,0 4.575 本 2 0 0453 0 0906

天丼桁 栂 梁間 3.303 本 2 0 0327 0.0654

天丼格縁 栂 桁行 3 733 本 0 0113 0.1469

天丼格縁 栂 梁間 5.5 5.5 4.957 本 0,0150 0.1500

天丼板 栂 12 枚 0.0019 0 2052

隧蓄板 栂 拝殿境 27.0 45,0 3.700 本 1 0.4496 0.4496

階段
蹴込板 栂 3.550 面 1 0.0038 0 0038

階段
蹴込板 栂 1.820 面 0 0033 0.0066

階段束 栂 0 150 本 1 0.0002 0.0002

床板 栂 360.0 2.600 面 1 0.1404 0.1404

累計
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表12 拝殿化粧材一覧表

番
　
号

区  分

材
　
種

摘  要 備  考
巾

ｍ

厚
伽

長

�
単
締

員
教

早 材 頼

`413う

材 梗

`m3Ⅲ

1 柱 栂 角柱 3.705 本 8 0。 1135 0.9080

2 柱 栂 丸柱 径 21.0 3.705 本 2 0.1634 0.3268

3 土台 栂 桁行 6.974 本 2 0.1098 0.2196

4 土台 栂 梁 間 175 3.920 本 2 0.0617 0.1234

5 腰羽 目板 栂
桁行

堅羽目板
153.5 15 0.520 面 4 0 0120 0.0480 土台～腰貫間

6 腰羽 目板 栂
桁行

竪羽目板
147.5 15 0.520 面 2 0 0115 0.0230 土台～腰貫間

7 腰羽目板 栂
梁間

竪羽目板
168.5 0.520 面 00131 0.0524 土台～腰貫間

腰 貫 栂 桁 行 6.974 本 0,0680 0.1360

腰 貫 栂 梁間 3.920 本 2 0.0382 0.0764

切日長押 栂 桁行 7.100 本 l 0.0535 0 0535 三角挽

切日長押 栂
桁行
(背面)

1.608 本 2 0.0121 0.0242 三角挽

切 日長押 栂 梁間 3.965 本 2 0.0299 0 0598 三角挽

無 目敷居 栂 桁行 1.580 本 2 0 0139 0 0278

無 目敷居 栂 梁間 1.685 本 2 0 0148 0,0296

無目敷居 栂 幣殿境 3.905 本 1 0,0294 0.0294

壁板寄せ 栂 内外とも 1.580 本 0 0060 0.0240

17 壁板寄せ 栂 内外 とも 1.685 本 0.0064 0.0256

蹴放し 栂
面

口

正

一屏
3.095 本 1 0 0233 0.0233

方 立 栂
正面
扉 口

2 440 本 2 0.0234 0,0468

小脇板 栂
面
口

正
一屏

263.0 2.440 枚 2 0.1155 0.2310

相 栂
面
口

正
扉 3.095 本 l 0.0297 0.0297

壁板 栂 横論腎板 1.7 2 060 面 2 0.0005 0.0010

壁板 栂 横窮冒板 136 0 1.5 2 060 面 2 0.0420 0.0840

戸
権

蔀
横 栂 梁間 1.670 本 0,0055 0 0440 上下とも

戸
権

蔀
竪 栂 梁間 1.025 本 0.0033 0 0264 上下とも

子
戸
組

蔀
横 栂 梁間 1 506 本 0.0020 0.0560

蔀戸
竪組子 栂 梁問 0 910 本 0.0012 0.0576

蔀戸
戸板 杉 梁 間 153 5 0 890 面 4 0.0068 0.0272

戸
枢

蔀
横 杉 桁行 1.560 本 8 0,0051 0.0408

戸
枢

蔀
竪 杉 桁行 68 1.035 本 8 0.0034 0.0272
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蔀戸
横組子 杉 桁行 1.420 本 0 0019 0 0532

蔀戸
竪組子 杉 桁行 0,910 本 0.0012 0.0528

戸
板

蔀
戸 杉 桁行 140.0 0.890 面 0.0062 0 0248

内法寄せ 杉 桁行 1,360 本 0.0059 0,0236 内法長押下 (内外とも)

内法寄せ 杉
間
面

梁
背 1,730 本 4 0.0075 0 0300 内法長押下 (内外とも)

内法長押 杉
桁行

正面外部 1 880 本 2 0.0142 0.0284 三角挽

内法長押 杉
桁行

背面外部 1.575 本 2 0 0122 0.0244 三角挽

内法長押 杉
間
部

梁
外 3.985 本 2 0 0309 0.0618 三角挽

無目鴨居 栂 桁行 1.580 本 2 0 0139 0.0278

無目鴨居 栂 梁 間 1 685 本 2 0.0148 0 0296

両折桟唐戸
竪枢 栂 軸植 2.600 本 0.0145 0 0290

一戸唐桟折
権

両
竪 栂 召合せ 2.600 本 2 0.0145 0.0290

両折桟唐戸
竪植 栂 両折部 2.600 本 0.0070 0.0280

両折桟唐戸
上下権 栂 29.6 0.595 本 0,0106 0 0848

両折桟唐戸
横桟 栂 0 595 本 0 0034 0 0816

両折桟唐戸
中桟 栂 1 065 本 4 0,0061 0 0244

両折桟唐戸
戸板 栂 2 370 枚 4 0 0167 0,0668

内法長押 栂
桁行

正面内部 1.650 本 2 0 0128 0.0256 三角挽

内法長押 栂
桁行

背面内部 1.530 本 2 0 0118 0.0236 三角挽

内法長押 栂 梁 間 3.560 本 2 0.0276 0 0552 三角挽

小壁板 栂
行
面

桁
正

39.5 1.5 1.580 面 2 0.0094 0.0188 内法長押～頭貫間

小壁板 栂
桁行
背面

39 5 15 1 370 面 0.0081 0 0162 内法長押～頭貫間

小壁板 栂 梁間 1 710 面 0.0101 0,0404 内法長押～頭貫間

頭貫 栂
桁行
正面

22 5 2.090 本 0.0555 0.1110

頭貫 栂
行
面

桁
背

22.5 1 853 本 2 0 0492 0.0984

頭貫 栂 梁 間 22.5 2.213 本 2 0.0588 0.1176

頭貫 栂
正面中央間

虹梁 3.280 本 l 0 1631 0.1631

頭貫 栂
背面中央問

虹梁 3.730 本 1 0.1855 0.1855

台輪 栂 桁行 7.330 本 2 0 1267 0.2534

台輪 栂 梁 間 9.0 4.560 本 0 0788 0.1576

大斗 栂 28.2 0.282 個 0.0127 0.1524

枠肘木 栂 0 561 本 0 0054 0 0972
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巻斗 栂 170 106 0 150 個 0.0027 0.0918

実肘木 栂 0,970 本 0 0084 0.1512

方斗 栂 15.0 10.6 0 150 個 6 0.0024 0 0144

肘木 (隅 ) 栂 10.6 106 0,340 本 6 0 0038 0.0228

延 斗 栂 20.8 106 0.160 本 6 0.0035 0.0210

丸桁 栂 桁 行 15.5 24.0 7.292 本 2 0 2713 0 5426

丸桁 栂 梁 間 15.5 24.0 4 285 本 0 1594 0 3188

琵琶板 栂
桁行

正面脇間
36 5 1.570 面 2 0,0086 0 0172

琵琶板 栂
桁行

正面中央間
36 5 1.520 面 0.0083 0.0166

琵琶板 栂
桁行

背面脇間
36 5 1.355 面 0.0074 0.0148

琵琶板 栂
桁行

背面中央間
36.5 1.850 面 2 0 0101 0.0202

琵琶板 栂 梁間 36 5 1,680 面 4 0 0092 0.0368

程
拝

栂 角柱 21.2 21,2 3 580 本 2 0.1609 0 3218 几帳面取 り

向拝
頭貫

栂 虹 梁 34 5 15.5 4 410 本 1 0.2358 0.2358

拝
斗

向
大 栂 28 0 16.2 0.280 個 2 0.0127 0 0254

拝
斗

向
皿 栂 170 145 0.145 個 2 0.0036 0.0072

拝
斗

向
連 栂 25 0 16.2 0.250 個 2 0 0101 0.0202

向拝
巻斗

栂 170 14.5 0.145 個 0 0036 0.0648

男軍 栂 14.5 14.5 0.145 個 0 0030 0 0060

木
拝
肘

向
枠 栂 10.5 1.265 本 2 0.0120 0 0240

向拝
実肘木 栂 桁行 10.5 1.680 本 2 0 0159 0.0318

異馬木 栂 梁 間 105 0.960 本 2 0.0091 0 0182

拝
挟

向
手 栂 150 40 5 0 850 枚 4 0.0516 0.2064

拝
桁

向
丸 栂 15,0 23.0 4.215 本 1 0.1454 0.1454

拝
鼻

向
桁 栂 150 23 0 1.015 本 0.0350 0 0700

向拝
菖蒲桁 栂 150 23 0 1 200 本 2 0.0414 0 0828

向拝
枠肘木 栂 105 0.560 本 0.0053 0,0106

拝
股

向
墓 栂 35 0 35.800 枚 1 1.1277 1.1277

向拝
純破風板 栂 195 2.010 枚 2 0.0118 0 0236

馨績風板 栂 22.5 105 3.500 枚 2 0.0827 0.1654

向拝
茨垂木 栂 1 210 本 0.0048 0 0864

向拝
大瓶束 栂 145 21.500 本 1 0,1403 0 1403
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臭霜東上巻斗 栂 75 10.500 個 1 0 1339 0.1339

面戸板 栂 0.076 枚 0.0001 0.0072

地垂木 栂 0,939 本 0 0031 0 2790

地垂木 栂 配 付 0.424 本 0.0014 0.0420

同上化粧裏板 栂 正 面 2 060 枚 6 0.0066 0.0396

同上化粧裏板 栂 側 面 212 5 454 枚 6 0.0173 0.1038

木負 栂 正 面 2.060 本 0 0231 0.0462

木負 栂 側 面 5,454 本 0.0613 0 1226

飛権垂木 栂 0.697 本 126 0.0022 0.2772

飛槍垂木 栂 配付 5.2 0.455 本 0 0014 0 0420

同上化粧裏板 栂 正 面 1.5 2.121 枚 3 0.0067 0.0201

同上化粧裏板 栂 側 面 6 908 枚 6 0.0220 0.1320

茅負 栂 正 面 11.2 2. 本 2 0.0252 0 0504

108 茅負 栂 側 面 6.908 本 2 0 0820 0 1640

裏甲 栂 背♂詔∋ 2 212 枚 2 0.0133 0.0266

裏甲 栂
布裏甲
側面

6.999 枚 2 0 0420 0 0840

縁廻り
束 栂 1.033 本 0.0217 0.4123

縁廻 り
縁貫 栂

行
面

桁
正 8.920 本 l 0.0434 0,0434

縁廻り
縁貫 栂 梁間 5 795 本 0.0282 0.0564

縁廻り
縁葛 栂

桁行
正面 8,920 本 1 0 0883 0 0883

縁廻り
縁葛 栂

桁行
背面 2.370 本 2 0.0235 0.0470

縁廻り
縁葛 栂 梁 間 5.795 本 2 0.0574 0.1148

縁廻り
縁隅叔首 栂 と,620 本 4 0 0264 0 1056

縁廻 り
縁板

栂 1.060 延 0.0000 0,0000

縁廻り
縁板掛け 栂

桁行
正面 6.974 枚 ユ 0.0188 0.0188

縁廻り
縁板掛け 栂

桁行
背面 1 480 枚 2 0.0040 0.0080

縁廻り
縁板掛け 栂 梁間 3.925 枚 2 0 0106 0 0212

欄
柱

高
親 桧 正 面 径 0.700 本 0.0137 0 0548

欄
覆

一局
地 桧 2.585 本 0,0271 0.0542 後補材

高欄
平桁 桧 2.585 本 0 0130 0.0260 後補材

高欄
架木 桧 径 2 585 本 0 0165 0 0330 後補材

欄
束

高
斗 桧 0 295 本 2 0.0024 0 0048 後補材
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127 高欄
半斗束 桧 0.295 本 0 0013 0.0052 後補材

高欄
揃束 桧 0.115 本 4 0.0011 0,0044 後補材

登 り高欄
地覆 桧 12.5 1.410 本 2 0 0176 0.0352 後補材

登り高欄
平桁 栂 1.320 本 2 0.0087 0 0174 後補材

登 り高欄
架木 栂 径 1.340 本 2 0 0066 0.0132 後補材

132
登り高欄
斗束 栂 0.450 本 2 0,0050 0,0100 後補材

登り高欄
半斗束 栂 5.5 0.328 本 0,0019 0.0076 後補材

隧蓄板 栂 21.5 3.660 枚 0.0354 0.1770

階段
蹴上板 栂 3.660 枚 0 0239 0.1434

136
段
覆

階
地 栂 1.000 本 0 0162 0.0324

段
桁

階
膨 栂 210 0.870 枚 0,0100 0 0400

階段
羽目板 栂 53.0 0.530 面 2 0.0021 0.0042 三角

唐破風
兎の毛通し 栂 89.0 0.360 枚 1 0 0224 0.0224

風
板

破
壁

唐
妻 栂 15 0.818 枚 2 0 0097 0 0194

目]宅]り 栂 2 060 本 2 0 0249 0 0498

千鳥破風
琵琶板 栂 28 8 1 757 面 1 0.0091 0.0091

千鳥破風
大斗 栂 0.197 個 2 0.0061 0.0122

千鳥破風
実肘木 栂 0_500 本 0.0029 0.0116

千鳥破風
差母屋 栂 1.576 本 0.0259 0 0518

千鳥破風
妻虹梁 栂 1 879 本 1 0 0296 0 0296

肇晟破風 栂 121.2 0 758 面 0,0083 0.0166 三角

千鳥破風
大瓶束 栂 0.424 本 2 0.0049 0.0098

千鳥破風
大斗 栂 大瓶束上 19.7 0.197 個 l 0.0061 0.0061

150
千鳥破風
実肘木 栂 0.500 本 2 0.0029 0,0058

墓暴葉風 栂 1 576 本 2 0.0259 0 0518

千鳥破風
枝外垂木 栂 1 273 本 6 0 0029 0 0174

千鳥破風
化粧裏板 栂 1.242 面 2 0 0010 0.0020

悪展
破風

栂 1.394 個 1 0.0175 0,0175

千鳥破風
鰭 栂 1.091 個 0.0096 0.0192

千鳥破風
破風板 栂 28.6 6.1 1 909 枚 0 0275 0.0550

千鳥棟
登り裏甲 栂 布裏甲 1.818 枚 2 0 0109 0.0218

蒐晟螢胴)
栂 127.3 個 1 0 2237 0.2237
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蒐晟螢鰭)
栂 103 0 14.5 1 515 個 0 2263 0.4526

千ザ烏棟
屋根板 栂 42.4 3.460 面 2 0.0264 0 0528

棟鳥
板

千
胴 栂 287.9 3 460 面 0.2988 0.5976

162 上
棟
ぐ

鳥
木

千
幅 栂 18.2 2.1 3 460 面 2 0.0132 0 0264

語具螢下)
栂 16.7 3.460 面 2 0.0121 0 0242

千鳥棟
障泥板 栂 40,9 21 3.460 面 2 0.0297 0.0594

り
板

飾
琶

妻
琵 栂 28 8 18 1,757 面 2 0.0091 0 0182

妻飾り
大斗 栂 19.7 15.8 0.197 個 4 0.0061 0.0244

妻飾 り
実肘木 栂 0.500 本 8 0.0029 0.0232

妻飾り
差母屋 栂 12. 1 13.6 1.576 本 0.0259 0。 1036

嚢鯉塾 栂 17.3 1 879 本 0.0296 0 0592

言目4Hり 栂 121.2 0,758 面 0.0083 0 0332 三角

妻飾 り
大瓶束 栂 14.5 0.424 本 0.0049 0.0196

妻飾り
大斗 栂 大瓶束上 19.7 158 0 197 個 2 0.0061 0.0122

妻飾り
実肘木 栂 0.500 本 4 0,0029 0 0116

藝染 栂 12.1 13.6 1 576 本 4 0.0259 0 1036

木
り
垂

飾
外

妻
枝 栂 1.273 本 0 0029 0.0348

板
り
一異

飾
粧

妻
化 栂 5.5 1 242 面 4 0 0010 0 0040

員三牟gり 栂 20.6 1.394 個 2 0.0175 0.0350

妻飾り
鰭 栂 14.5 1.091 個 0,0096 0.0384

り
板

飾
風

妻
破 栂 23.6 6.1 1,909 枚 4 0.0275 0.1100

甲
り
裏

飾
り

妻
登 栂 布裏甲 109 5.5 1 818 枚 0.0109 0 0436

同
飾
板

妻
鬼 栂 127 3 14.5 1 個 2 0.2237 0 4474

鰭
飾
板

妻
鬼 栂 103.0 14.5 1. 個 2 0.2263 0 4526

妻飾り
屋根板

栂 42 4 1.8 8 460 面 2 0.0646 0 1292

妻飾り
胴板 栂 287 9 8 460 面 2 0.7307 1 4614

妻飾り
幅木 (上 )

栂 182 8 460 面 2 0.0323 0 0646

下
飾
木

妻
幅 栂 16.7 8 460 面 2 0.0297 0.0594

翻絵 栂 40.9 8.460 面 0.0727 0.1454
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表13 拝殿野物材一覧表

番
　
号

区  分

材
　
種

摘  要

橋 成 音

`

備  考
巾

銅

厚
rrTn、

長

r ttn、

単
締

員
教

，

れ

早
‘

積
う

積
う言

材
て

と 根太 杉 124 6,787 本 5 0 0884 0 4420

2 根太受け束 杉 径 3.003 本 0 0397 0.3970

3 床 梁 杉 3.727 本 0.0762 0.1524

4 床梁受け束 杉 12.1 0 667 本 0.0116 0.0232

5 足固め丸太 杉 径 6 787 本 1 0.1255 0.1255

6 筋違 杉 1 900 本 2 0.0083 0.0166

敷梁 杉 拝殿分のみ 22.3 3 732 本 2 0 1065 0 2130 幣殿・本殿まで 1本

敷梁 杉 拝殿分のみ 径 24.2 3,732 木 l 0 2186 0 2186 幣殿・本殿まで 1本

9 小屋梁 杉 梁間 径 4.400 本 2 0 0440 0.0880

小屋梁 杉 向拝 (登 り梁) 径 4.100 本 1 0 0410 0.0410

束踏み 杉 径 5.520 本 1 0 0795 0 0795

束踏み 杉 径 4.120 本 l 0.0593 0.0593

桔 木 杉 径 4.000 本 0.0529 0 3174

桔木 杉 径 115 4.000 本 0.0529 0.2116

棟 木 杉 桁行 径 8.000 本 l 0.1152 0 1152

棟木 杉 梁間 径 2.600 本 l 0.0374 0.0374

風破
木

唐
棟 杉 径 2 700 本 l 0.0270 0.0270

母屋 杉 径 5,750 本 0.0575 0.3450

鼻母屋 杉 梁 間 径 6 200 本 0.0620 0.1240

鼻母屋 杉 桁 行 径 4.200 本 0.0420 0.0840

小屋貫 杉 24 4.000 枚 5 0.0080 0.0400

野垂木 杉 5 800 本 0.0191 0 9168

野垂木 杉 1,720 本 0.0057 0 1026

野地板 杉 1.5
延べて
62.850 面 1 0 9428

棟東 杉 梁間方向 径 2 050 本 3 0.0390 0.1170

棟束 杉 桁行方向 径 1.980 本 0.0377 0 4147

-81-
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表14 幣殿野物材一覧表
番

　
号

区  分

材
　
種

摘 要 備  考
HJ

rnmⅢ
,旱
「
rnう

長
て,nう

早
位

員
教

積
う

材
ｆ

早
て

7 頼
(ギⅢ

1 根太 杉 径 3.700 本 0.0056 0.0224

2 根太 杉 3.700 本 0.0062 0.0124

3 床束 杉 0 640 本 0.0007 0 0056

4 束受け梁 杉 3,700 本 1 0 0059 0 0059

5 床 梁 杉 145 14.1 3.727 本 2 0 0762 0.1524

筋違 杉 1,740 本 2 0.0076 0.0152

7 敷梁 杉 幣殿分のみ 22.3 4,960 本 2 0.1416 0 2832 拝殿～本殿まで 1本

小屋梁 杉 梁間 径 3.600 木 2 0 0360 0.0720

束踏み 杉 径 3.600 本 1 0.0518 0.0518

束踏み 杉 径 3.800 本 1 0.0547 0 0547

桔木 杉 径 4.000 本 6 0 0529 0.3174

桔木 杉 径 4.000 本 0 0529 0 2116

棟木 杉 桁行 径 8.000 本 1 0 1152 0,1152

棟木 杉 梁 間 径 2.600 本 ユ 0.0374 0.0374

母屋 杉 径 5 750 本 0.0575 0 3450

鼻母屋 杉 梁間 径 6 200 本 2 0.0620 0.1240

鼻母屋 杉 桁行 径 4.200 本 2 0 0420 0.0840

小屋員 杉 4.000 枚 5 0.0080 0.0400

野垂木 杉 5.800 本 0.0191 0.5730

野垂木 杉 1,720 本 0.0057 0.1026

野地板 杉
逃 へ 面

27 360 面 l 0.4104

棟束 杉 梁間方向 径 2.050 本 3 0 0390 0.1170

棟 東 杉 桁行方向 径 1,980 本 ll 0_0377 0.4147

累計
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表15 本殿野物材一覧表
番

　
号

区  分

材
　
種

摘  要 備  考
甲

rrmぅ '早

`rmⅢ

長
rm)

早
位

員
数

梗
う

材
ポ

早
‘

7梗
(m3)

l 根 太 杉 3.700 本 3 0.0482 0.1446

2 根太受け束 杉 径 3.003 本 4 0.0397 0.1588

3 根太受け束 杉 0.640 本 2 0.0056 0.0112

4 床 梁 杉 径 3.800 本 1 0.2189 0.2189

5 根 太 杉 径 2.400 本 3 0.0049 0.0147

6 根大受け束 杉 径 3.400 本 4 0.0085 0.0340

7 床板掛け 杉 径 3.400 本 4 0.0001 0.0004

8 床板 杉 3.003 枚 8 0.0097 0.0776

9 床板掛け 杉 径 3.003 本 4 0.0397 0.1588

敷梁 杉 本殿分のみ 22.3 2.400 本 2 0.0685 0.1370 拝殿～本殿まで 1本

敷 梁 杉 木殿分のみ 径 2.400 本 k 0,1406 0.1406 拝殿～本殿まで 1本

小屋梁 杉 梁 間 径 4.400 本 2 0.0440 0.0880

小屋梁 杉 向拝 (登 り梁) 径 4.100 本 1 0.0410 0.0410

束踏み 杉 径 5.520 本 1 0.0795 0.0795

束踏み 杉 径 4.120 本 l 0.0593 0.0593

桔木 杉 径 4.000 本 6 0.0529 0.3174

桔 木 杉 径 4.000 本 8 0.0529 0.4232

棟木 杉 桁行 径 5,600 本 l 0.0806 0.0806

棟 木 杉 梁 間 径 2.600 本 1 0.0374 0.0874

母屋 杉 径 5,750 本 6 0.0575 0.3450

鼻母屋 杉 梁 間 径 6.200 本 2 0.0620 0,1240

鼻母屋 杉 桁行 径 4.200 本 2 0,0420 0,0840

小屋貫 杉 4.000 枚 5 0.0080 0,0400

野地板 杉 47.850 面 l 0。 7178

棟束 杉 梁間方向 径 2 050 本 3 0 0390 0.1170

棟束 杉 桁行方向 径 1.980 本 0 0377 0 4147

-83-
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第 6章 参考史料

第 1節  『 御 宮設 計 書』 明治35年朗 縦235Hlm× 横175nlm 俗 サ|1県立ミュージアム蔵 高松松平家歴史資料)

玉藻廟建設に使用 された木材他材料及び大工等手間代の清算書 と考えられるが,木材の寸法は木取寸

法 となっている。表16以降に数値をまとめた。なお,左側の表が『御官設計書』に記載 されていた内容 ,

中央は尺貫法,右側はメー トル法に換算 した表である。

写真197 『御宮設計書』③

写真195 『御宮設計書』① 写真196 『御宮設計書』②

写真198 『御宮設計書』④

写真199 『御宮設計書』⑤
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写真200 『御宮設計書』⑥
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写真201『御宮設計書』⑦ 写真202 『御宮設計書』③

写真203 『御宮設計書』③
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鳥41

写真206 『御宮設計書』⑫

写真207 『御宮
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写真225 『御宮設計書』①
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写真233 『御宮設計書』① 写真234 『御宮設計書』⑩
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表16 御拝殿設計書一覧表
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表17 御幣殿設計書一覧表
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御本殿設計
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木材挽/1井 終屋根来手間共i棟

行布
卸官上小屋木身損料井竹繹屋根業手岡共 136円 OO銭 0分

表19 御内陣設計書一覧表

表20 八足台一覧表

表21 唐ノ頭出し台一覧表
中

"

表22 石之部一覧表
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第 2節  『 玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』明治35年頃 縦268Hlm× 横198Hl14

この文書は,玉藻廟の造営・遷座 。祭典に関する記事が記載されている。なかでも,造営に関する記

事には,玉藻廟の建設経緯について詳細に記されている。

写真235 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』①

(香)|1県立ミュージアム蔵 高松松平家歴史資料)

(表紙 )

『    御造営

玉藻御廟御遷座記事

御祭典

玉藻御廟御造営記事

高松旧御城趾御天守台江御造営ノ玉藻御廟ハ」明治

二十四年四月八 日エフ起シ仝年十一月十九日上棟」

明治二十五年二月御落成

抑此御造営之御次第タルヤ先明治二十二年十一月御

家扶辻盛令上京之際

正三位頼聰様ヨリ仏生山盤若台二御鎮座被為在侯」

英公御尊像フ旧御城趾御天守台二奉還御神祭」可被

成段御内命被為在候尤モ御工造方ハ屋島」御宮之通

石之間造 リニ倣ヒ可申 トノ御事二有之候依テ」帰県

後十二月十二日大工藤本松蔵二右之趣内密申聞テ」

屋島御宮御工造向御間取之御模様等フ絵図面二表」

シ可申旨申付松枝舎詰之者同行ニテ同所江差遣侯」

明治二十四年一月十 日松枝舎詰之者仏生山江拝礼之

節大工」藤本松蔵召連 英公御尊像御寸法取調候

仝月十五日御家扶辻盛令御用有之上京之節御社御造」

営ノ絵図面携帯致 正三位様御手元江差上置キ尚」

在京中二月五日辻盛令中野武営御前江罷出御社御工」

造方御場所之位置等奉伺候所左之通被 仰付候事」

一工造向ハ都フ屋島御宮二倣ヒ造作方ハ東京御邸

琴平宮之御社二倣ヒ彫刻物致スニ不及手軽二可

致事

一御社ハ南面ニシテ御社ノ前後左右総テ人之往来

出来ヘク様可致事

一拝殿 ヨリ本殿江ノ渡 り屋島御宮二倣ヒ階段之義

ハ拝殿之方一段本殿之方二段二可致事

一千木鰹木フ用ヒ可申事

右之通相伺侯上尚辻盛令出立前 日即二月七 日御社御

造営」御発表之義奉伺候時御許可相成候二付帰県当

日二月」十 日松枝舎詰一衆及ヒ他向エモ発表相成候

事
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写真236 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』②

写真237 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』③
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写真238 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』④

依テニ月七日左之者工御用御申付相成候事

高松市大字木蔵町

大工棟梁   藤本松蔵

同市大字西浜町

同副     川西吉太郎

同市大字西通町

左官棟梁   並木健次

山田郡三谷村

石工棟梁   佐々木槙次

右ハ今般御天守台工御社御建築致成侯二付御造営御

用」向御申付相成候本 日右大工棟梁始メ罷出御天守

台御社ノ縄」張致侯二付辻盛令始メ見分二罷出粗位

置取最侯事四月」九日那須善次郎上京之幸便フ以テ

御社起シ絵図持帰 り御」覧二倶シ候四月廿三 日東京

御家扶浅田数太ヨリ申越候ハ

御宮上拝殿御無用被遊候御石ノ問ニテ御拝フ被遊段

申」参 り侯六月七 日戸祭勝定上京二付右上拝殿御無

用被成候」義ハ奉畏候就テハ御幣殿フ御取設之義一

句相願度段」絵図面フ以テ再応相伺置候所於東京表

諸神社御取調」之上追テ七月二日伺之通御幣殿ニテ

御拝可被遊旨致 仰付候事」

一御宮御造営大工手折始 明治二十四年四月八日

一同地神祭御執行 同年六月十九 日

右御天守台土揚ケ地均シ御出来二付本 日地神祭御執

行」相成午前九時辻盛令始メ松枝舎詰之内罷出御準

備井二御」神事左之通

一御本殿地形上南面二新板新薦フ敷キ人脚台フ置

キ神籠フ据

一右前二人脚台弐面フ置ク

ー左之人員着席

石清尾人幡宮社司

斉主   荘野秋平

辻 盛令

辻 冨太郎

林 金二郎

児玉藤次郎

一年前十時御神事御執行

一斉主荘野秋平進 ミ清稜フ奏シ復座

一久二斉主荘野秋平進 ミ神降ノ祝詞フ奏シ復座

一次二斉主荘野秋平林金二郎児玉藤次郎神撰フ伝

供ス

神 嬰

神酒 洗米 鏡餅 魚類 松魚節

海藻 若女 野菜 木瓜 時菓 枇杷 塩 水

写真239 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』⑤
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写真240 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』⑥
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写真241 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』⑦

一次二斉主荘野秋平祝詞フ奏ス

ー次二斉主荘野秋平玉串フ供ス

ー次二辻盛令御代拝玉串フ供ス

ー次ニー同拝礼

一次二斉主以下神撰フ伝撤ス

ー次二斉主荘野秋平神上リノ祝詞フ奏シ復座

一次ニー同退散

以 上

一御天守台水盛    明治二十四年六月二十 日

一同御社御柱建

一同御上棟

同年十一月五 日

同年十一月十九日

本日御吉辰二付御上棟式御執行大工棟梁二於テ御祭

式」執行致候

但右二付参拝人左之通

来高中 中野武営

小田知周

辻盛令始メ

松枝舎一衆

御棟札左之通

表

上棟 明治二十四年十一月十九日

暴

事務委員長 事務員   事務員   大工棟梁

辻 盛令  大庭伝次郎 久保光二郎 藤木松蔵

事務員  仝    仝     大工副棟梁

辻冨太郎 林金二郎 国方堅久  川西吉太郎

事務員   仝     仝

丸田為一郎 大久保銭三 東原米次郎

左官棟梁

並木健次

―明治二十五年二月二十一 日

御宮御造営御万々御成工相成候事

玉藻御廟正面図

(中略)

御拝殿前左右

正三位様御奉納

写真242 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』③

写真243 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』③
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写真244 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』⑩

石段下中央

石鳥居御奉納

貞方様

従四位様

若奥様

頼親様

従工位様

御新造様

砕 様

石階下左右奉納

第百拾四銀行内

鎌田房次

森崎延造

井上三蔵

片山高義

和泉勝三

御石之間左右

奥女中奉納

御神殿内奉納

中野武営

東京高松御家扶従

高松工芸学校経論 桑根常二郎製作

御神殿内奉納

中野武営

東京高松御家扶従

高松工芸学校経論 桑根常二郎製作

御神殿外左右 鉄製水盤

下津製隧所奉納

永ぶ会員奉納

手水鉢

写真245 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』①

写真246 『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』⑫
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第 3節  『玉藻公園内 建物配置平面図』 (年不詳)(高松市歴史資料館蔵)

『玉藻公園内 建物配置平面図』の作成年代は不詳であるが,図面の中央付近に披雲閣の平面略図が

描かれていることや,左下の表には披雲閣敷地内の建物に関する構造形式が描かれている。したがつて,

披雲閣が建設された大正6年 (1917)前後に作成されたと考えられる。
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写真247 『玉藻公国内 建物配置平面図』

『玉藻公園内 建物配置平面図』拡大
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第 4節  『 玉藻廟絵はがき』 (年不詳)

2枚の絵はがきは共に作成年代が不詳だが,2枚 とも本殿背面に高欄が廻つていることや,下段の絵は
がきより,西ノ丸との間の内堀が埋め立てられていないことより,少なくとも大正13年 (1924)以前の

写真と考えられる。

橋  紛  1  ,,i 海 玉

写真249 『玉藻廟絵はがき』① (香川県立ミュージアム蔵 高松松平家歴史資料)

言 =~|「

ⅢI、   載   なヽ

写真250 『玉藻廟絵はがき』

(|:驚  1'千 Ⅲ

(高松市歴史資料館蔵 )
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第 7章 玉 藻 廟 関連 諸 施 設 の調 査

第 1節 ッ鳥居

鳥居は本丸中央部に位置し,高 さ3.695m,幅 5。 740mを測る。『造営記事』によると,図入りで「石

段下中央 石′鳥居奉納 貞方様 従四位様 若奥様 頼親様 従五位様 御新造様 眸様」とあり,玉
藻廟竣工時に奉納されたものである。北側の柱に「明治二十五年四月六日 伯爵夫人千代子 従四位頼

温 同夫人逸子」,南側柱に「従六位頼親 従五位頼壽 同夫人昭子 松平眸」の銘が見られる。

「明治二十五年四月六 日」

写真253 鳥居北側柱文字部分②
右から「伯爵夫人千代子 従四位頼温 同夫人逸

子 」

写真254 鳥居南側柱文字部分

右から「従六位頼親 従五位頼壽 同夫人昭子松

平酔」

第 2節 手水鉢・手水舎

手水鉢は『造営記事』に図入りで「永念会員奉納 手水鉢」と記載があることから,玉藻廟竣工時か

ら所在したと考えられる。手水鉢側面には「洗心 武管謹書」とあり,中野武管の書であることがわか

る。一方,手水舎は『造営記事』に記載が見られず,建築年不明である。桁行1問 ,梁間1間 ,一重,切
妻造,瓦葺の建物である。手水舎解体時に天丼裏から第20図 のコテが発見された。上面には片仮名の
「モ」,左側面には漢字の「森田」が彫り込まれており,さ らに右側面には「森田」の墨書が見られる。

手水舎建築に関わった人物の物と考えられる。

写真251 鳥居全景

十■4絃Ⅲ|   ナ   fiⅢ セ載i.III● や鞘上魅室襲震霞鶴職

写真252 鳥居北側柱文字部分①

痕章耳要静苺横速
鰯 ―
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手水舎平・立面図 (S=V80)
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天丼伏図

北面立面図

第19図



写真255 手水舎 写真256 手水鉢
「洗心 武螢謹書」

‖唖 正 ぽ コ ○

0             10cm

第20図  手水舎天丼裏検出コテ実測図

第 3節 灯籠

灯籠は4対所在した。灯籠① o②は拝殿前の左右に所在し,高 さ2.895mを 測り,「明治三十七年人月

一日 従五位頼壽」の銘が見られることから,高松松平家12代当主松平頼壽が奉納したものと考えられ

る。なお,『造営記事』によると「御拝殿前左右 正三位様御奉納」の記述が見られ,型式の異なる灯

籠が描かれていることから,玉藻廟竣工時には11代当主松平頼聰が本納した灯籠が所在したと考えられ

る。

灯籠③・④は天守台へ上る階段の下の両脇に所在し,高 さ2.74mを測る。階段北側の灯籠④には何も

刻印されていないが,南側の灯籠③に「株式会社高松百十四銀行内有志者 鎌田房次 森峙延造 井上

三蔵 片山高義 和泉勝三」の銘がある。『造営記事』にも図入りで「石階下左右奉納 第百十四銀行

内 鎌田房次 森崎延造 井上三蔵 片山高義 和泉勝三」の記述が見られることから,玉藻廟竣工当

時に奉納されたものである。

灯籠⑤～③は階段と鳥居の間にあるもので,高 さ2.62mを測り,「献燈」の銘がある。西側の灯籠⑤
・⑥は「昭和十六年五月吉日 香川縣教育會」,東側の灯籠⑦・③は「昭和十六年二月吉日 高松百十

四銀行」の銘があり,いずれも松平頼重入部300年を記念して行われた昭和16年の大祭に伴い奉納され

たものと考えられる。
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写真257 灯籠①

写真259 灯籠①文字部分
「明治三十七年八月一日 従五位頼壽」

写真260 灯籠②文字部分
「明治三十七年八月一日 従五位根壽」
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写真258 灯籠②
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写真261 灯籠配置状況

写真262 灯籠③ 写真263 灯籠③文字部分
右から「株式会社高松百十四銀行内有志者 鎌田

房次 森崎延造 井上三蔵 片山高義 和泉勝三」
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写真265 灯籠⑤
「駄燈」

写真266 灯籠⑤文字部分
「昭和十六年五月吉日 香川縣教育會」

写真268 灯籠⑥文字部分
「昭和十六年五月吉日 香川縣教育會」

写真269 灯籠⑦
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写真270 灯籠⑦文字部分
「昭和十六年五月吉日 高松百十四銀行」

写真273 狛犬 (阿 )

「奉」

写真274 狛大 (阿)文字部分
「昭和十六年五月吉日」
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写真271 灯籠③
「鳳燈」

写真272 灯籠③文字部分
「昭和十六年五月吉日 高松百十四銀行」

第 4節 狛犬

狛犬は本丸虎日の西側に所在した。参道の右側 (北側)が阿像で「奉」と「昭和十六年五月吉日」,

左側 (南側)が昨像で 「駄」と「社国法人讃岐會舘」の銘が見られる。灯籠⑤～③同様,松平頼重入部

300年を記念して行われた昭和16年の大祭に伴い奉納されたものと考えられる。



写真275 狛犬 (眸 )

「駄」
写真276 狛犬 (咋 )文字部分

『社園法人讃岐會舘」

写真277 狛犬配置状況
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第 5節 階段

本丸から天守台上部の玉藻廟へ上るための階段が天守台西面に設置されていた。その規模は,幅約
5.5m,長 さ約14.lm,高 さ約7.5mである。上下2つの階段からから構成されており,上段が17段 ,下
段が27段からなり,踏幅1.65mの 踊り場が見られる。踏石及び耳石は花蘭岩の切石を使用しており,踏
面1段の蹴上は約15cm,踏面30cIIlで ある。解体中に「[ ]杉七」と墨書された踏石を発見した。一方 ,

側面は花南岩及び安山岩の切石を使用し,間知積みである。なお,踏面石材については新材を使用した

と考えられるが,側面石材には矢穴が各所に見られ,①や分銅形の刻印が見られる石材も含むことから,

城内の石垣石材を再力日正した可能性が高い。『造営記事』にも「石階」という記述があることから,玉
藻廟竣工時から所在したと考えられる。

0                   5m

第21図 玉藻廟階段平・立面図

一 Hl―

平面図

踏面立面図



写真278 階段

第22図 階段側面石垣石材刻印拓本 (S=1/4)

写真279 階段踏石裏面墨書
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附編 玉藻廟関連施設の移設

玉藻廟及びその関連施設の解体撤去に際しては,

貴重な文化財であること及び松平家に関わりが深

いものであることから,財団法人松平公益会と協

議を行いながら実施 した。玉藻廟については,使
用部材が虫害等により腐朽 していたこともあり,

移築等は不可能であり廃棄とした。一方,鳥居・

手水舎 。手水鉢・灯籠・狛犬については,財団法

人松平公益会の希望で移設することとなった。な

お,城内での解体及び場外への撤去は高松市が実

施し,運搬・移設は財団法人松平公益会が実施 し

た。灯籠のうち玉藻廟拝殿前左右に所在 した 「松

平頼壽」銘のある灯籠1対は,財団法人松平公益

会敷地内の昭和31年 (1956)に新設された新玉藻

廟前面へ移設された。また,その他の関連施設に

ついては平成20年6月 2日 に讃岐の東照宮で藩祖松

平頼重が合祀され,玉藻廟の御神体が一時保管さ

れていた屋島神社に移設された。

写真282 灯籠移設状況 (屋島神社)①

写真280 灯籠移設状況 (新玉藻廟 )

写真281 鳥居移設状況 (屋島神社 )

写真283 灯籠移設状況 (屋島神社)② 写真284 灯籠移設状況 (屋島神社)③
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写真285 灯籠移設状況 (屋島神社)④ 写真286 灯籠移設状況 (屋島神社)⑤

写真287 狛犬移設状況 (屋島神社)① 写真288 狛犬移設状況 (屋島神社)②

写真290 手水鉢移設状況 (屋 島神社 )
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写真289 手水舎移設状況 (屋島神社 )
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玉藻廟
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近代

要   約

史跡高松城跡天守台石垣解体修理に伴い,天守台上部に所在 した玉藻廟の解体工事

を行 うとともに,記録保存を実施 した。玉藻廟は高松松平家H代当主松平頼聰が藩祖

松平頼重を祀るため,明治34年 (1901)4月 に建築を開始 し,翌35年 (1902)に 完成

した建物である。社殿は権現造 りで,本殿,幣殿,拝殿よりなる。松平頼重が寛永19

年 (1642)5月 28日 に高松に入部したことにちなんで5月 28日 を大祭 日としている。昭

和19年 (1944)に御神体を屋島神社へ遷座 し,昭和31年 (1956)に側松平公益会に新

玉藻廟を建築 し,再遷座 している。

史跡高松城跡整備工事報告書
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